
11．洪水の裁き 
 

BSで旧約時代、新約時代の話を聞いたと思うが、大事なのは今現在の話。今から話しする内容も単なる昔話ではな

く、今の時代にも当てはまるものだと思って聞いてほしい。 

 

〈創世記 6：1～22〉p.6 

神様は万物を造られてから人間を造ったが、アダムとエヴァの失敗で神様の御旨は崩れた。だから神様の御言葉も

聞くことができず、世は乱れた。そのアダムとエヴァの失敗から 1600年後の話。 

神の子＝神様を信じる人 

人の娘＝神様を信じていない異邦人 

神様を信じる人と信じない人の血が交わったら悪に流される。 

神様は人々が自分勝手に振舞っていたので滅ぼそうとした。しかしノアだけが神様の前で正しく全き人だったので、

ノアとその家族は助けようとして箱舟の作り方を教えた。ノアを通して人々に神様の裁きが来ることを伝えたが、

人々は受け入れなかった。 

 

〈創世記 7：1～24〉p.7 

ノアとその家族と、箱舟に入った動物以外は滅びた。そのときノアは 600歳だった。 

Q：600歳？ 

昔は年齢の数え方が違っていた。日本の古事記などでは半年を 1 年と考えられている。ここでは 1 ヶ月を 1 年とし

て数えたので 50歳だった。 

Q：全地球規模の洪水の裁きという人もいるが、本当にそうか？ 

A：神様は法則の神様だから、科学に反したことはしない。 

① 雨雲は上空 1000ｍ程だから、8848ｍのエベレストは水没しない。 

② 北極・南極を含め、全世界の氷が解けても陸を全て水で覆えない。 

③ ノアが世界中の動物を箱舟に入れるのは時間がなく、物理的に不可能。 

④ ノアの家族（女性 4人）から、今の全世界の人口 65億人になるには（男女比 1：1と考えると）、女性一人当た

り 128人の子を産まないといけない。 

⑤ ノアがブラジル人まで箱舟に入れ！と言いに行けない。 

 

 

※ 聖書を読むには時代性が重要！ 

 

〈ルカによる福音書 2：1～2〉p.85 

ローマ帝国の皇帝アウグストが全世界の人口調査をせよと勅令を出したとあるが、この時代にアメリカ先住民の人

口まで調べたはずが無い。調べていれば、1492年コロンブスが新大陸発見などと言わない。つまり全世界とはロー

マ帝国が治めていた土地を指す。 

ノアの時代の全世界はメソポタミア地方一帯であった。→部分裁き 

天の下から滅ぼし去る→神様の主管圏から滅ぼし去る 

 

Ｑ：なぜ神様を信じるノアの下に裁きがあったのか？ 

〈ヨハネの黙示録 11：1～2〉p.396 

つえのような測りざお→人の善悪を測るもの→神様の御言葉 

 

※神様は罪刑法定主義 

明治時代、治外法権が撤廃されていないときは外国人が日本で罪を犯しても日本の法律で裁けなかったように、異

邦人（神様を知らない人）を神様の法で裁けない。ノアの時代、ノアをとおして神様の御言葉を与えたが、それを

聞かなかった人々は裁かれた。 

   

聖所 



Ｑ：神様はどうして洪水の裁きをしたのか？ 

① 婚姻の乱れ 

〈創世記 6：1～2〉p.6 

神様を信じる人と信じない人の血が交わったら悪に流される。 

 

② 善悪分立 

〈マタイによる福音書 21：31～33〉p.34 

→半分ずつ故障した車のたとえ                                

                                  

                                      

                         
後半分が故障    前半分が故障   悪（カイン） 善（アベル・中心人物、キリスト） 工場（神様、キリスト、中心人物） 

 

善悪を分けて、より善がより悪を引っ張っていく。 

成績が A と Bが入り混じったクラスを Aクラスと Bクラスに分けたほうが効率よいのと同じ。 

 

※山羊（気性が荒い。単独行動をする。より悪）と羊（神様を信じる人を指す。従順・群れる。より善の神様・キ

リストを信じる人）を分けて導く。 

 

③ エデンの園（理想世界）の復活 

〈創世記 1：27～28〉p.2 

神様の祝福の言葉「生めよ、ふえよ、地に満ちよ。」と同じことがノアのときにも言われた。〈創世記 9：1〉p.9 参

照 

※神様は洪水の裁きをとおして、もう一度理想世界を成そうとした。これはノアのときだけではない。 

〈ルカによる福音書 17：26～30〉p.119 

ノアの時にあったように、人の子の時にも同様なことが起こるであろう。 

ロトの時にも同様な裁きが起こった。 

救いの箱舟＝その時代神様から遣わされた人。 

ノアの時はノアが、イエスの時はイエス、今の時代は再臨主が救いの箱舟。 

 

〈マタイによる福音書 21：33～43〉p.35 

ぶどう園の農夫の話 

農夫たち＝イスラエル民族 

主人＝神様 

僕＝その時代の中心人物（預言者、キリスト） 

神様は中心人物（救いの箱舟）をとおして神様の元に立ち返るようにメッセージを送ってきた。大事なことは今の

時代、同じように再臨主を悟れないことがあってはいけない。 

 

〈マタイによる福音書 11：16～17〉p.16 

今は再臨主が来る時代だからノア、モーセ、イエスのときのようにしてはいけない。 

〈ルカによる福音書 12：54～56〉p.111 

天地の模様は見分けることを知りながら、今の時代を見分けることができないのか。 

→イエスはどうして私のことをイスラエル民族は悟れないのか、盲目なのかと言った。ノアの時代もノアがどんな

人物なのかわからなかった。箱舟をどう受け止めるのか。神様は裁きたくて裁いているのではない。キリストは救

い主であり裁き主であるといわれる。御言葉に聞き従わないから裁く。時代の御言葉を伝える人を悟って話を聞か

ないといけない。送られた方との一対一の関係を築かないといけない。 

 


